
一万の壼殿・竜■周辺史跡の魅力を伝える―

1な爵:む

石の宝殿研究会
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硼卜万の壼殿研究会



石の宝殿・史跡かるたの作成について

―高砂 石の宝殿 と竜 山採石遺跡の周辺の魅力発見 と伝承―

兵庫県高砂市の石の宝殿と竜山採石遺跡の周辺には、美しい自然の山川・風キち

に恵まれた地で数限りなく、人々の夢を育む伝説が伝わっています。

気候風土においても、海・川 0山の自然の三拍子が揃い 水害もなく竜山連山
に守られて、住みよい田舎町の雰囲気をかもし出しています。
この素朴な石山風景を持つ土地から生まれ出た神話・伝説・民話 (昔話)・ 景

観・石造物等は私達を虜にします。

しかし、これらの残すべき伝説や民話なども、この地域の人々の記憶からの士■

ら、一つ一つ忘れ去れようとしています。

数多くあるこれらの言い伝え、歴史的な魅力の一つ一つを探り当て
=]土「
Fヽ貢

着や懐かしい想いと魅力の一部を、微力ながら「史跡かるた_ としてまたしまし
た。 更に多くの皆様方に楽しんでもらえる様、この度、「史跡かるた_を千子
に纏め発刊することにしました。

国史跡の魅力が多くの皆さんの心の片隅に残り、次世代への伝承となることを

願つております。

令和 2年 12月 吉日
石の宝殿研究会 史跡かるた作成実行委員会
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おんびきは竜山石 (赤)か ら作られ主に住

居の玄関・庭に良く見かけます。おんびき

とは、出雲神話に臓1て くる少彦名命の春属

の Fひき蛙」のことです。 もちろん大穴

牟遅神 。少麗古那神の二神をお祀りしてい

る生石神社を中心に、高砂周辺から播磨各

地に竜山石製のおんびきが存在します。

以前には縁起物として “福かえる"な ど呼

ばれ、竜曲採石場で多く製作されていまし

た。 今でも 縁起物として人事に伝承さ

れています。ここでは、おんびきを擬人

化 して “蛙 さんもお酒を飲んだのか ?

顔が赤 くなつている !"と 詠んでいま

す。    ※少彦名命 :「薬、養蚕、酒つくり

などの神様」と言われています。

お
ん
び
き
も

② 意味 ① 意味

大座 り (座 リキズ 。大きな節理 )

の上 にあ る石 の宝殿 の分岩 で

す。 (神秘的な空間の石の宝殿だけで

なく、ここもパワースポットだ !)

“全身で力を込めて押 して下さ

い。必ずや神様 より偉大なる

力を御授け下さるで しょう。

岩 を触れた手で体の悪い部分

を撫でましょう"

たちまち霊験あらたか とか。

※霊岩は丁度南北の方向に華直の割れが

あり、何か不思雛 さを感 じるものがありま

す。コンパスで確かめて見て下さい。
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ゴリラ岩 (伊保山)北から見る機磨灘ヘ 法華山谷りl:

嵩姦蹴 (o。。議警より)

竜山採石場は加古川本流であっ

た法華山谷り||(洗り11)の豊かな水

量に恵まれ石材の運搬に好都合

だった。

石積みに使用 される四角錐形の

石材で底面が表に出るように積

み,石垣,護岸,擁壁 (よ うヘ
き)な どに日本では古くから用

いられている

石垣用の間知石、基礎に使 う延
べ石等沢山の石が長い年月を懸

けてここか ら積み出された。

③ 意味 ○意味

西向こうに

こちらを向いている罐ゴリラ岩あり

高砂市の伊保曲にあつて北側か

ら見える。範路バイパス棚

凛とした雄ゴリラの横顔に見え

る。

採石で偶然に残つた結果、人工

的に造つたような男前ゴリラが

出来上がったとの地元の方のお

話しです。

ほんと、迫力あるゴリラの横顔だね!|

季節により、時間により、天気

により様々な表情をみせてくれ

る。

※北側からの撮影となるので逆光

ゴ
リ
一〓
石

音
の
石
工
は

芸
術
家

間
知
石

運
ぶ
　
水
路
は

法
華
の
谷
川

の覚悟を要す。
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伊保 はiの 麓 の中腹 は大 き く開発 され てい

て、「メモ リアルパーク竜山Jと い う名称の

墓地になつている背後が、40mほ どの垂直の

農面になつており、その断崖の頂上に

今 に も墜 ちそ うな横 穴式石室の

開 目部分が小 さくみ える。瀬戸内

海 を眺望 で きる絶好 の場所 ここ

が竜山 2号墳 .
※周辺が石山であ り墳 丘の盛 り,11の確保が

ial難なため岩盤 を掘削 し石室の床面を ドげ

てしヽる.こ の場所は北が 111で 冬の北風を弱

め、南が開け 鶏当た りのいい地形で、冬過

ごしや
―
l・い。 1‐度孝し母 |こ抱かれてしヽ るよう

な温かい■1地である。

男ll名 「姥 ケ懐 J と言 う。

(高砂の文化財「美術編」より)

加茂御祖神社

嘗我誓色の奉納絵馬

神社の蔵から希代の画家曾我驚

自の名前が書かれた人馬の絵馬

が発見された。伊保の真浄寺あ

た りを、今 も「加茂条」と呼ぶ

人があるが、加茂神社は、元は

この辺 りにあつたと記録が残

る。 しかし、江戸時代初めの
1680年頃の 「加茂条」の大火に

より賀茂神社は焼失 し、加茂山

(竜 lll)の 雛1麓に遷座 された。

形は駒本L形で黒塗 りの枠縁で囲

まれた中に、馬 と人物が描かれ

ている。馬は黒一色であるが、

脚には曾我驚自の特色ある描法

が見られる。

曾
我
驚
自
が

絵
馬
華
納
の

加
茂
神
社

絶
壁
にうば
　
　

かヽ
と
こ
ろ

姥
が
嬢二

詈
墳

③ 意味 ④ 意味
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=銀
発11び)崚 、

米‐警苺 :嚢栞 米難 :

=111の
神111来奪大撃神:

て
つ
は
ち

鉄
鉢
を
飛
ば
し

俵

・
堕
と
し
て

よ
ね

だ

む

ら

米
翻
邑

十
帰
り
の
花

い
く
か
え

か
よ

① 意味

観濤処への登 り口に空鉢塚があ り

ます。法道仙人は、空の鉢を空中に

飛ば して、お布施を受けるとい う

不思議なafを 心得ていましたが、

良く竜山の岩の Lに鉢を置いて沖

合を通る船に飛ば して食物を乞 う

たと言われている。

法道仙人の鉄鉢 に続 いて飛び立

つた 米俵 の 一 つ が 村 へ 墜 落 し

た。 占墳時代 よ り続 く米 国 (米

睡 )村地名の伝説がある。

幾
返
り
の

い
わ

や

石
室

④ 意味

石 の 宝 殿 は 、 8世 紀 前 半 か ら
1,300年 1)の間、ここに在 り続 け

てい る。上部には土が積 t)り 、松が三

～三本生えていた。時代も移り変わり、

今 は雑本 が茂 つてい る。  1^返 りの花

は、松の花 の ことで、百年に 一度、印 ち

千年に 十度咲 くと云われ 、目出度い もの

とされ
「

Cい る。

● ``|かへりのオtい くかへりの
`室
かよ '`

(西国紀行 小林一茶)

●" |・返りの花 幾返り松の花 “ (藁左古)

※ (説 llll)今 、石の宝殿の
「
部には松の花が

咲いているが、百年に一度咲くとい うこ

の花が、いったい何度咲いたことだろう。
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1 1  1・0   1

陣幕と露電

の

池圏距政か麟I 言L池■i'義 it村の種1発

1年 力米の議朧:

野
菊
咲
＜

龍
門
坂
を

生
石
ヘ

年
貫
米あ

さ
が
ら
池
の

埋
め
立
て
新
翻

⑬ 意味 ◎意味
「あさから池」の名は、池は浅

く、口照 りです ぐ枯れる池 と言

う意味でした。姫路城に入つた

池田輝政は、川や池の埋め立て

に着手し、加古りIIの流路を変え、

中筋の池を埋め立て、浜手に塩

業を奨励すると云つた七木事業

を典 し、庶民の生活 と藩財政の

基盤を固めた。

※北池村。南池村の開発は、この 1■部井堰の

閲発と同時に行われ、わ
"I弥
陀本すや魚橋村の

人々が入植 し、あさがら池を理めたて北池、

南池の 二村をつくつた。

加茂神社から生石神社へ行く道

は、別名龍門坂と呼ばれた。県道

392号は神社への参道である。道

沿いに江戸時代にlll撲で活躍し

た力士龍門の家の自壁には「陣

幕」の漆喰文字が浮き出ていた。

(平成 23年に解体)

※陣暮の若き日の l「・l股名は龍Flと 言 う。

陣幕は竜山の本 ド家出身で

木 ド彦造 友ゲ島‐高見:11-龍 門瀧之助

龍 |・1鯉之助―陣幕島之助 /thど と改名し

た。
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史跡 (自然摯)

篇摯警
ふ晏さと文1じ

l「

一現状一

千理
=■
華山共|=薔 ri藝 ■

=

竃山の名前の曲来となつた岩

(昭 I131年の暖の写真 :

本
丸
や位

田
長
兵
衛
の

夢
の
址

舶
先
の
如
＜

さ
ざ
波
に

］石
石
浸

食

竜
が
鼻

⑥意味 ○ 意味

海水に浸食 され龍の鼻のような

奇異な形状になつているこの岩

は、明姫幹線工事で、廃棄 されか

けた。形状がどこか竜の頭に似

ているところか ら竜ヶ鼻と呼ば

れているこの岩は、現在ある明姫幹線

竜111大橋西詰の南lllではなく、竜山大橋よ

り北側の法華 :lJ谷り11の川の中にあつた。 し

かし、明姫幹線 li事 に伴つて現在の場所ヘ

切り取られ置かれた。郷土史家の熱意で保

存出来たものである。

※日本 111海名産図 の記述

"石 の宝殿は即 t,立 山石 麓の塩市村

巨石を切 り議1している砕石場

である竜山南東部の頂上に平 ら

な場所があ り、そこに 「魚崎構

居跡」の碑が建っている。

この構居は戦国時代の神吉城の

出城で、城主は位 田長兵衛であ

った。

ここか らは、"パノラマ風景 ''

として、高砂・加古川等を一望

できる。 眼下には法華由谷川
や加古川が龍の姿を呈じ播磨灘

へ流れるのが観望でき郷愁を誘

う場所で t)あ る。

14
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和管と総馬が リンクした織■1信■

算額とは、和算家が、数学の問題

や答えを額に書いて神社仏閣に

本納 したもので、江戸時代以降

1/D風習である。生イf神社には拝

殿の上に 1876年 に、和算家の佐

藤善 ―郎とその一Fl1 5人が、五

つの問題とその答えを書いて奉

納した算額があり、絵馬殿には、

その複製が掲げられている。

※計算機グ)無い時代に、難しい図形J)聞糧

を、設問から,解答まで、どうして11来たの

か。 この再びを、絵馬にして、人が集ま

る神 |11に本納 し、感講1の意を表した=

41イ f神社υ)算額絵馬は、高砂 11指定支イヒ

員オ|こ くヽ艇よさオt‐(い るぃ

珍しい本

明治神官外苑の道路沿いになん

じゃもんじゃと言う本がある。
「何の本じゃ ?」 と珍しい本の

名を聞かれて知った振りして、

答えたのがいつの間にか通称に

なったようです。 モクセイ科ヒ
トツパタゴ属の一種です。本種は小

葉を持たない単葉であることから

「一つ葉タゴ」の和名があります。

生石神社の拝殿横に “なんじゃ

もんじゃ"の本が育つている。

二月初旬に、綿のように柔らか

く、雪のように自い可憐な花を

いっぱい咲かせる。

(開花時期は、 4/20～ 5/10頃 )

彗屋と馬子の宗教戦争

tI家のit,   P

守屋は排仏派、 馬子は崇仏派
宝殿は神様の住まいで、守屋が

戦いに負けて浮石起こせず。

物部守屋は蘇我馬子に滅ぼされ

たが、逆であれば今の時代|ま ?

歴史にたら、レバは無いが想像

するのは面白い。“丁来の舌L"と

はその二人の考え方の違いによ

る宗教争いでした。

大連物部氏

排仏派

参考 :

(41イ i夕IIII:)

⇔ 大臣蘇我氏

禁仏派

(鶴林 1す )

昔の発表の場

む
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山片蟻桃はいまから 265年 前、寛延元年

1748年に高砂の神ノヘに生まれ、13歳のとき

大坂の米仲買、升屋に丁稚奉公に行き後に

倒産しかかつていた升屋を立て直し、仙台

藩の蔵元にまで発展させた。犠子 山片
"秀

)

睦寡の イヽ 」 に は 天文、地理、神fヽ、歴

代、制度、経済、経論、雑書、異端、無鬼、

雑論の 12巻から成るたいへんな著作品を完

成させた。蟻桃というのは升屋の番頭さん

をもじつた名前である。 (水名 ‖谷サ|,■ %)

大阪へ出て、町入学者 となつて

名を馳せた幡桃 も、子供の頃は

石の宝殿で遊ぶたびに、不思議

な石だな と思いつつ、謎は とけ

ずに今に至っている。

米
「
1町島の尾根_Lにある墳丘は 4世紀後 11

ごろ築造された古墳で 5号墳 と名付けられ

ている。 鍵穴のような形をした日本独特な

形式の前方後円墳で、1500年 あまりの年月の

風雪に耐えながら1)自 然崩壊が進んでいる。

昔は登山道が古墳の中央を通つ

ていたが、今は古墳を迂回して史

跡を守っている。 登山家の気遣
いが史跡を守つているのだ。

※発掘調査は 1975年に行われ、後田部中央

にある埋葬施設は整穴式石室で流紋岩の扁

｀
「 な害1石

に割竹形木棺が収められていた。発

抽|″ )1成 果として、鏡、ガラス玉、槍、鉾など

が fll 1l Iン ている.
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30481:局御位山 (高 さ

(石の宝殿の石嬌 )

高砂Itl静I弥障町IFx鷲の上

■1転議

高砂市FIFI弥陀翼∫長尾の 「長尾奥谷」と高御位

山中腹で 「二つ岩Jの下方に石購が積み上げ

られている。今 t)「鯛砂利 1と よばれ、魚の

形をした石暦がある。 it地の方の話では小さ

い頃から 村の長老に「鰯砂申11の場所につい

て良く聞いた話 とのことで tンた。本々の業が

茂つている時期は形がはつきりしないが、冬

季に「鯛砂利」の谷を遠 くか ら眺め

ると、鯛が尾をビンと上に向けた

形に見える.こ の砂利は天人が地
上に下 りて来て 「生石神社」の浮

イf"を造つた時に投げ捨てた石暦

とσ)伝滞ιがル)る。

|■
′11● |「 |、11●、継ざりli,■ 1で体思 1_て 高御位

|´ イヽ|ムサを11■ /だ伝 iえ もある。

竜山違「11の石山は 1700年間続く

採石遺跡群が散見される。全国

的に見てもこれだけ継続 してき

た地場産業は、見当たらない。

2014年 10月 に「国史跡」に指定

されている。 採石業は現在で
は 3社が稼働中です。「石の宝殿

及び竜山石の採石場」は現在ま

で 1700年間採据され続け、採石

業と遠跡群が人を惹きつけてや

まない。

丸に二本矢

石の

`主

殿への登 り口階段横 の家紋

石は、 白龍ネ申ネlil11辺 で採イi日寺に落

下の衝撃で真 つ二つに害1れて しま

つた。丸に違い矢 と丸にニツ矢の

紋は誰の紋かは謎 のままである。

名産品を加古川流域で選ぶ仕事は高砂神社

周辺の 1日高砂城主の所管であったらしい.

伊保山山頂にあつた竜山石製の家紋石は、

竜山名ltを運搬する力を持った殿様の紋か

も・・ 。これ も謎の一つである。

※池田llli政 が梶原の城 (1露高砂城)のあと

に高砂城を築いたとも、小松原城 三社大

神ネ1境内に、梶原氏の城があつたとも言わ

れている。高砂竜||:に も影響があつたと思

オ)オtる。
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石の宝殿 日本の三奇
いわれも古き 神秘な聖地
古代の技術 ここにあり

史跡の周辺

魅力求めて 日々 研鑽
石の宝殿 謎の浮石

石の宝殷研究会
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石の宝殿  史跡かるた集

一石の宝殿・竜山周辺史跡の魅力を伝える―

令和 2年 (2020)12月  第 1冊印刷
編集 0発行 :石の宝殿研究会  史跡かるた作成実行委員会

http://石の宝殿研究会.com /

〒6760805兵庫県高砂市米田町米田 9552
21  090-6917-9919

印刷・製本 :ハ リマニックス株式会社

この冊子の内容、テキスト、画像などの無断転載・無断使用を固く禁じます。

石の宝殿研究会 (愛称 :石研くらぶ)と は

高砂市の宝である石の宝殿と竜山周辺史跡の魅力を発見し、

高砂市内外にこれを伝承し、広めて行くことを本会の目的

とする会です。

この事業は、兵庫県東播磨県民局及び

心豊かな美 しい東播磨推進会議から

「東播磨地域づ くり活動事業」の

助成を受けています。


